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－歌声の聞こえる授業を目指して－

英語科鈴森達也

昨年まで英語の歌を授業で何度か扱ったことがあったが，どの場合もただ聞かせるだけに終わってい

た。しかし，一方で生徒たちと一緒に歌を歌いたいという願望は長い間持っていた。幸いにもシ優れた

実践例に出会い，それを参考にし，今年度自分の授業で英語の歌を歌う活動を始めることにした。まだ

取り組み半ばではあるが，歌を聞くだけでなく歌うことによって，普段授業で行っている活動を同じよ

うに取り入れることができることが分かった。その中心となるのが，「音読」と「読解」である。前者に

関しては，歌詞を正しく読み，そして実際のメロディーに合わせて歌えるようにするために欠かせない

活動であるし，後者は歌詞の内容やそれが書かれた背景を理解する上で必要なことである。現在行って

いる活動はこの２つを中心にしている。実際の授業では積極的に参加している生徒が多く，中間アン

ケートからは生徒たちの反応の良さが窺える。

キーワード：英語の歌音読指導読解指導

１はじめに

今年度，私は１年生の英語Ｉ（３単位）で，英語

の歌の活動を取り入れている。この取り組みはこの

４月に始めたばかりで，まだ模索段階にはあるもの

の，今後も継続し，発展させていく手応えを得るこ

とができている。本稿では，実際に行った活動例の

１つを分析し，これまでの取り組みを振り返ってみ

たい。

授業でも必ず英語の歌の活動を取り入れられており，

その詳細についてブログで読むこともできる。私は

そのような取り組みがあるのを知り，以前は歌を

扱ったとしてもただ聞かせるだけに終わっていたこ

とを思い出し，自分の授業でも同じような活動がで

きないかと思うようになった。

そのような折，幸運なことに，松井先生が講師を

なさった２つの英語セミナーに参加する機会を得た。

１つは，昨年８月に開かれた津田塾大学主催の「津

田塾フォーラム」（演題「詩心（うたごころ）のある

英語の授業｣）であり，もう１つは，先生ご自身が旗

揚げされた長州英語指導研究会主催で同年９月に開

催された「第１回山口県英語教育フォーラム」（演

題「アウトプット活動のＡＢＣｔｏＸＹＺ～中学

校の入り口から高校の出口まで～｣）である。特に，

｢津田塾フォーラム」の講座では，その演題からも分

かるように，英語の歌（詩）を扱った様々な発展的

活動が詳細に紹介されていた。最も驚いたのは，ラ

２優れた実践例との出会い

最近ではインターネット上のブログの普及で，全

国の英語教員の方々が日々どのような取り組みをさ

れているかを遠くにいながらにして知ることができ

るようになった。私は２年ほど前に，現在は山口県

の鴻城高等学校で教鞭を執っておられる松井孝志先

生のブログに出会った。

松井先生は邦楽・洋楽を問わず，音楽に関して幅

広い知識をお持ちである。毎年ご自身が担当される
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イテイングの授業の中心的な活動の１つに英語の歌

を据えていらっしゃるという点だった６生徒たちが

歌を聞き，その歌詞に深く感動し，その気持ちを自

分の言葉で表現する。同時に，それを英語で歌いた

いと巨発的に思い，そして実際に歌えるようになる，

という授業だった。すでに先生のブログから多くの

刺激を受けてもいたのだが，このとき直接お話を伺

うことができたことは，私にとって大きな契機と

なった。私はまず自分の授業で歌を歌うところから

始めてみることにした。

さて，SuzanneVegaのLukaの最大の特徴は，

児童虐待(chiIdabuse)という深刻なテーマを扱っ

ている点だろう。しかし，SuzanneVegaの透明

感あふれる歌声を聞いていると，なにか爽やかな曲

でも聞いているかのような錯覚にとらわれるかもし

れない。そのことも影響してか，高校１年生が数回

聞いた程度では，たとえ歌詞を参照しながらであっ

ても，そのような重いテーマに自分で気づくことは

難しい。しかし，むしろそこがこの歌を扱う授業の

｢落としどころ」である。つまり，「普通の歌」では

なく，実は児童虐待について歌った歌であることに

徐々に気づき，深い感動を味わうことができる。そ

れがこの歌を聞かせる目的の１つであるといってよ

いだろう。

余談だが，私自身この歌に初めて出会ったのが，

学生時代に聞いていた『ラジオ英会話』（講師は大杉

正明氏）の「今月の歌」欄であった。そのとき印象

深かったのは，解説をされていた講師のValerie

Koehnさんがこの歌を紹介しながら，歌詞内容の

悲惨さのあまり涙ぐみ，言葉に詰まるという場面が

あったことだった。このように聞く者の心を強く揺

さぶる歌があることを生徒たちにも知ってもらいた

かったことも，この歌を取り上げようと思った理由

の１つである。

３曲の選定と活動時期

現在，この活動を行う頻度は，月に１回，または

教科書の各課の導入前に行うことにしている。本稿

執筆時までに４曲の歌を取り上げることができた。

それらを順記すると，CaroleKingのノリｏｍｅＡｇａｊｎ

(４月），TheBeatIesの、ﾉＷＬｊ尼（５月），

SuzanneVegaのLuka（６月)，ＴｈｅBeatlesの

ObﾉadjOblada（８月）である。

どのような曲を選ぶかは，基本的に私の好みによ

るところが大きいが，その中でも生徒にとってあま

り歌いにくくないもの，そして望むらくは新しく入

る課の内容に関係した曲を選ぶように心がけている。

とはいえ，課によっては関係させづらい内容のもの

もあり，毎回そうできるとはかぎらない。そういう

場合は，独立した活動として行うことになる。

ここでは，SuzanneVegaのLukaの活動例を紹

介する。この曲は教科書の内容とは関係のないもの

だったので，独立した活動として扱った。活動時期

は５月の１学期中間考査終了直後で，この時期はち

ょうどテスト返しが終わり，教科書の新しい課に入

る前の区切りの時期だった。こういう「合間」の時

期にも，英語の歌の活動を導入することは有効であ

ると私は考える。ただし，それは決してその場だけ

の「間に合わせ」の授業ではないことを付け加えて

おく。

４実際の活動例

それでは実際に行った活動に関して，まずは大ま

かな全体の流れを示しておく。基本的に，歌詞の聞

き取り・内容理解に始まり，音読練習を通して，最

後は全員で合唱という流れである。

くプリントによる1百sｋ＞

①１回目のリスニング（Taskｌ）

→空所補充の出来ぐあいをペアで確認

②２回目のリスニング（粕ｓｋｌ）

→空所に関してさらにペアで確認
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③空所補充を全体で確認→内容理解

④「歌のテーマ」「歌詞の表現上の特徴」「歌

のタイトル」（TaskＺ～4）を考えさせる

く音読指導＞

⑤教師に続いて歌詞を１行ごとに音読→難読

語の発音確認

⑥ペアで１行ごとに対面リピート

⑦教師とともに区切らずに斉読

く歌唱指導＞

⑧細かい発音・読み方指導（語と語のつなが

る部分に注意させる）

⑨歌を聞きながらマンブリング

⑩最後に仕上げとして全員で合唱

⑪日本語の歌詞を配布

③空所補充を全体で確認→内容理解（Taskｌ）

全体で空所に入る単語を確認していく。ちなみに，

Lukaの場合，空所に入る単語は以下の通りである。

１．upstairs２．ｆｉｇｈｔ３．ａｃｔ

４．ｈｉｔ５．business６．throw、

生徒の大半が聞き取れているような単語はあまり時

間をかけずに確認し，逆に多くの生徒が何回聞いて

も分からないような単語は内容理解と合わせて時間

をかけるようにしている。～

１つ目のupstairsは音自体はさほど難しくはな

い。ただ，語尾のｓを忘れないように注意させたい。

内容に関しては，最初の４行から，「私」（`Ｔ,）と

Lukaの関係は何だろうかという問いかけをする。

歌詞全体には２人の年齢を示唆する言葉はまったく

ないので，最初は「恋人」などと答える生徒もいる

が，「私」はおそらくこの歌を歌っているSuzanne

Vegaだろうし，さらにliveという言葉が２回使わ

れていることから，この２人は同じアパートに住む

者同士であることが分かってくる。

２つ目のfightは誰でも知っている単語だが，実

際の音は「ファイト」ではなく，「フェィ」ほどの

短い音に聞こえるので，意外と難しい。fightで

あることを確認し，直前のtroubleと合わせて，「何

か面倒なことが起こっている雰囲気」を感じ取らせ

る。

３つ目のactの音は，直後のtooのｔとactのｔ

が同化するので，多少難しいかもしれない。act自

体にはさほど重要な意味は含まれておらず，むしろ

そのあとのtooproudとのフレーズで理解させた

い。具体的には，「acttooproudできない状況っ

てどんな状況なんだろうか？」と問いかけることで

ある。

４つ目のhitも短い言葉だけに意外に難しい。２

つ目のfightと同様に，語尾のｔは弱い音なので

｢ヒシ」程度にしか聞こえないからだ｡hitであるこ

と確認した後，そのあとのｃｒｙとの関連`性や，２つ

次に，上に挙げた各活動をより詳しく見ていく。

(配布プリントの見本は本稿末に付す）

①１回目のリスニング（ｈｓｋｌ）

まずTasklとして空所補充を行う。曲を１回聞

き，空所に入る単語を考えさせる。その後，ペアの

相手とどのような単語を入れたかを確認させる。

空所の数は曲の長さにもよるが，５～７個を目安

にしている。少なすぎても多すぎてもいけない。ま

た，空所にすべき部分は，内容に関係したキーワー

ドになりうる単語やそれ自体は易しいが前後の音と

つながるために聞き取りにくい単語を選ぶようにし

ている。したがって，１回聞いた時点では，まだ多

くの生徒のプリントは空欄のままである。

②２回目のリスニング（Taskｌ）

さらにもう１度曲を聞く。終了後，同じようにペ

ア同士で空所の確認をさせる。空所は全部埋まって

いなくてもかまわない。
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えば，fightって「口喧嘩」というよりも，

｢殴り合いの喧嘩」のことだよね。狭い部

屋の中で激しいケンカをするときっていろ

いろ物が壊れることがあるでしよ。壁にぶ

つかって花瓶が割れたりとか・花瓶が割れ

るのはbroke、で表されるし，おそらく６

番の空所には同じような意味合いの動詞の

過去分詞が入るんじゃないの？

目のfightと合わせて考えてみると，「何かただ事で

はなさそうな雰囲気を持った歌詞である」ことにこ

の時点で気づき始める生徒がいる。また，この文の

主語になっているＴｈｅｙとは誰なのかという問いも

有効だろう｡漠然と「彼ら」というのではなく，お

そらくこれは自分の「親」を指していると思われる。

普通，自分の親に言及するとき，Myparentsや

Ｉｖｌｙｍｏｍａｎｄｄａｄと言うはずだが，なぜtheyと

言っているのかということも考えさせたい。おそら

く愛情関係で結ばれている親子ではなく，冷めた他

人のような気持ちでＬｕｋａは自分の親をTheyと

言っているのではないか。ここでも歌詞の「ただな

らぬ雰囲気」に気づき始める生徒が出てくるはずで

ある。「児童虐待｣というテーマを理解させるための

１つのヒントになる部分だ。

５つ目のbusinessは一番易しい単語である。こ

れはほとんどの生徒が１回目のリスニングのときに

すでに書くことができていた。内容面では，itis

notyourbusinessという表現に注目させる。こ

れはnoneofyourbusinessという`慣用句からの

派生表現なので，あえて辞書で調べさせて理解させ

る。また，「所詮はあなたには関係のないこと」とい

う冷たく響く言葉を言うＬｕｋａの心境について考え

させてもよいだろう。

最後のthrownは，今回の空所補充で最も難しい

単語である。実際の場面でも，分からない生徒が大

半だった。ｔｈの音や過去分詞形であることが聞き

取りを困難にしている。この語に関しては，すぐに

答を明かすことはせずに，次のように徐々に説明し

ていくのが効果的であると考える。実際に行った説

明は次のようなものである。

この辺になると，生徒たちは周りの生徒たちと思い

着いた単語を言い合っている。最後は，throw､に

気づいた様子のある生徒を指名し，それを言っても

らい，空所補充の答え合わせは終わりになる。

④TaskＺからTask4までの活動

空所補充終了後,Ｔａｓｋ２からTask4までを使っ

て，「歌のテーマ」「歌詞の表現上の特徴」「歌のタイ

トル」をまずは個人で考えさせる。

「歌のテーマ」に関しては，ここまでの活動で生徒

たちの頭の中にはほぼ「暴力」や「虐待」という言

葉が浮かんでいるはずである。例えば，この活動中

に，“IsLukahappyorunhappy?,，などの質問を

してみる。当然,“She［He］ｉｓunhappy.”という

反応が返ってくる。さらに，Ｗｈｙｉｓｓｈｅ［he］

unhappy?，,と質問して，歌のテーマに近づけてい

く。そうすれば,「児童虐待」というキーワードを連

想させるにはさほど手間は取らない。合わせて，

chiIdabuseという表現も教えておきたい。

「表現上の特徴」としては，この歌に限らないが，

英語の歌にはしばしば韻を踏む（rhyming）ものが

多く見られる。Ｌｕｋａに関して言えば，floor／

before，night／fight，ｃｌｕｍｓｙ／Crazyなど多く

の言葉が韻を踏んでいる。また，空所補充にあった

最後のthrow、に関しても，直前のbroke、と語尾

の［、］の音が共通しており，一種の押韻であると

考えることもできよう。押韻を理解することは，英

教師：２番目の空所にはfightが入ったよね｡４

番目はhitだった。そして６番の空所の直

前にbroke、がある。だから，同じような

雰囲気の単語がここにも入るんだけど。例
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語の歌を鑑賞する上で非常に重要な要素であること

をここでは強調しておきたい。

生徒たちの多くはこの時点ですでに歌詞の内容に

十分に興味を持ち，自発的に英文を読もうとしてい

る。このことは，次の「歌のタイトル」を真剣に探

す姿からうかがえる。歌のタイトルは，通常プリン

トには印刷しないで，生徒には分からないようにし

ておく。この歌に関しては，Ｌｕｋａという名前がそ

のままタイトルになっている。机間指導をしてみる

と，勘のよい３分の１ほどの生徒たちがLukaや

ＭｙｎａｍｅｉｓＬｕｋａといった部分をタイトルに挙げ

ていることが分かる。最終確認をする前に，ペア同

士で意見交換をさせてもよいだろう。ちなみに，こ

のＬｕｋａという名前は通例女性の名前であるが，こ

こで出てくるＬｕｋａは実は男の子であるそうだ．

SuzanneVegaがこの歌を作った経緯についてイ

ンターネットでいろいろ調べてみると，実際に

Lukaという男の子に彼女が会ったことがあること

が分かる。そういうエピソードもあわせて生徒に話

してやると，より興味を持たせることもできるだろ

う。

まで行ったら，役割を交代させる。時間はかかる

が，必ず１人１回歌詞全体をリピートするようにし

たい。

⑦教師とともに区切らずに斉読

行単位の音読の後，今度は歌詞全体を区切らずに

教師とともに全員で音読する。この時点でも，まだ

｢歌う」ことよりも，できるだけ詰まらずに「読む」

ことを意識させる。

⑧細かい発音・読み方指導

ここからいよいよ「歌う」ことを意識させていく。

実際に曲にあわせて歌えるようにするには，単語と

単語がつながる部分（リエゾン）に注目させる必要

がある。そうしないと，なかなかスムーズに歌える

ようにはならない。ＬＵｋａに関するそういう部分を

いくつか挙げてみる。

・ＩｌｉｖｅｏｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄｆＩｏｏｒ「リヴオン」
￣

．Ｉ｣UXSJLlj9stairsnJJOMgH，

「リヴァッ」「フロミュー」

・Ｓｏｍｅｋｉｎｄｏｆｔｒｏｕｂｌｅ「カインダ」
ヘリ、’Ｌ′Ｖ礼'、Ｊ、‘､ジ

・ｗｈａｔｉｔｗａｓ「ワーリッワズ」
へグミ’L〆､’Ｌ〆凹グミ'、’Ｌ'、’Ｌ'、ジ

・it1sbecausel'ｍｃＩｕｍｓｙ「コザイム」
笏Ｌ〆Ｖ、’、’、ノ、ソ､’､ソ、ソ、’、'、シ

・弓5t〈/bgSlproud「アクトウー」

waIkedinto「ウォークティントゥー」
デェハゾ、’、ソ、’、ノ、〃、’､'､ゾミハジ

・itisngUgLXbusiness「ナッチョー」

これらのフレーズをすべて板書し，波線も施した

上で，全体で確認できるようにする。ただし，右に

示したカタカナの部分は板書しない。文字で認識さ

せるのではなく，あくまで音として波線部の部分を

読めるようにさせたいからだ。確認は，１つずつ教

師の後に続いて４～５回リピートさせる。

⑤教師に続いて歌詞を１行ごとに音読

これ以降は，歌えるようになるために，普段の授

業でも行っている音読練習を徹底して行っていく。

まず教師の後に続いて，歌詞を１行ずつリピート

させる。clumsyやargueなどの初めて見るだろう

単語の発音練習も兼ねる。この音読の初期段階では，

｢歌う」ということを意識させるよりも,まずはすべ

ての歌詞を「読む」ことができるようになることを

目標にさせる。

⑥ペアで１行ごとに対面リピート

歌詞を一通り確認した後，ペアで１行ごとに対面

リピートをさせる。一方が英文を読み上げ，もう一

方の生徒がその音のみを聞き英文を繰り返す。最後

⑨歌を聞きながらマンブリング

今度は実際に曲を聞きながら，⑧で練習した語句

を練習した通りに発音できるかどうかを確認させる。
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この段階では，大きな声を出す必要はなく，自分で

自分の声を確認できるくらいの声量，ブツブツつぶ

やく程度の声でよいことを伝えておく。

くＮｏ．２＞

◆あなたは英語の歌を歌えるようになりたいと思い

ますか？

①はい②いいえ

①②

９３．３９/ｂ６．７９/ｂ

⑩最後に仕上げとして全員で合唱

いよいよ全員で歌うことになる。歌える自信があ

る生徒もいれば，あまり自信のない生徒もいるはず

である。完壁に歌えることを目標とするのではなく，

｢できるだけ多くの部分が歌えるようにがんばりま

しょう」という声かけをしておく。そして何よりも

教師自身がまず誰よりも大きな声で歌うことが大切

である。

くＮｏ．３＞

◆あなたはふだんから洋楽を聞きますか？

①よく聞く②たまに聞く③まったく聞かない

２６．９９/ｂ３９．５％３３．６９/ｂ

⑪日本語の歌詞を配布

この時点で日本語の歌詞をあえて与えなくとも，

生徒たちはその内容の多くを理解しているようだ。

あくまで参照用として日本語訳を配布する。

くＮｏ．４＞

◆中学校の英語の授業でも英語の歌を歌うことはあ

りましたか？

①ほぼ毎週②隔週③毎月④隔月

⑤毎学期⑥ときどき⑦なかった

①②④

８４％７６９/ｂｌ８５ｑ/６９２％１９３９/ｂ

⑥⑦

１６８９/ｂ２０２％

ここまでが１コマ50分の流れである。歌を合唱する

のはこのときは１回だったが，次の授業以降，数回

続けて歌うこともできるだろう。

了生徒の反応（アンケートの結果）

８月末にこの活動に関して中間アンケートを行っ

た。以下に，その結果から分かったことをまとめて

おきたい。

くＮｏ．５＞

◆英語の歌を歌うことへの抵抗はありましたか，ま

た今はどうですか？

①初めからなかった

②初めはあったが，今はまったくなくなった

③初めはあったが，今はほとんどなくなった

④初めはあったが，今は少し減った

⑤初めはあったし，今もある

くＮｏ．１＞

のあなたは英語の歌を歌うのが好きですか？

①はい②いいえ

②

８９．９９/ｂ１０．１９/ｂ ①③④⑤

６５．６９/ｂ９．２％１７．７９/ｂ６．７９/６０．８９/ｂ

－４４－

① ②

９３．３％ ６．７％

① ② ③

２６．９９/６ 39.59/６ ３３．６％

① ② ③ ④ ⑤

8.4％ ７．６９/６ １８．５％ 9.2％ １９．３％

⑥ ⑦

16.89/６ ２０．２％

① ②

８９．９％ 10.19/６ ① ② ③ ④ ⑤

６５．６９/６ ９．２％ 17.７９/６ ６．７９/６ 0.89/６



＜Ｎｏ．６＞

◆これまで４曲歌いましたが，初めの頃と比べると

歌えるようになったという実感はありますか？

①けつこう歌えるようになったと思う

②まあまあ歌えるようになったと思う

③少し歌えるようになったと思う

④あまり歌えるようになったとは思わない

⑤まったく歌えていない

るという段階を経て，音読練習から実際のメロ

ディーに合わせて歌えるようになるのでなければ，

本当の意味での歌の活動とは言えない｡

一方で，この活動に消極的な生徒が少数ながらい

ることも事実である。「歌うのが好きですか」（Ｎｏ．

１）に「いいえ」と答えた生徒の理由を見てみると，

｢歌うのが難しいから」「歌うこと白体が苦手だか

ら」「歌が下手だから」「歌詞をなかなか覚えられな

いから」「英語の歌を聞く機会があまりないから」と

いう声があった。また，「歌えるようになりたいで

すか」（Ｎｏ．２）に対して「いいえ」と答えた生徒

の理由は，「歌う機会がないから」「歌えるようにな

りたいと考えたことがないから｣｢聞いている方がい

いから」「歌が下手だから」「歌を歌うこと白体が嫌

いだから」であった。消極的とはいえ，正直な意見

である。おそらくこれらの生徒たちの多くは，英語

を読む段階でつまずいているのではないかと思う。

したがって，できるだけ丁寧な発音指導を心がけ，

この生徒たちにも「歌えた！」という実感を持たせ

られるようにすることは今後の課題といえる。

最後に，「初めの頃と比べると歌えるようになっ

たという実感はありますか」（Ｎｏ．６）という質問

に対しては，「歌えるようになった」（①～③）とい

う解答がほぼ全体を占める結果になった。ほとんど

の生徒たちが何らかの達成感を感じることができて

いることが分かる。

１６．７９/６４１２９/６３８．６q/ｂ３．５９/ｂＯｑ/６

分析

くＮｏ．４＞を見ると，中学校ではかなり英語の

歌の活動が行われているようで，４割以上の生徒が

月１回以上，また全体では約８割が歌の活動を経験

していることが分かる。このことは，＜Ｎｏ．５＞

に見られるとおり，６割以上が英語の歌を歌うこと

に対して初めからほとんど抵抗を感じていなかった

ことと相関すると考えてよいだろう。

また，＜Ｎｏ．１＞で「歌うのが好き」と答えた生

徒が約９割もおり，このことはこの活動を成功させ

るための望ましい条件であるともいえる。実際の授

業でも積極的に参加する生徒が多かったことから，

私自身このことを実感している。生徒に歌わせると

きはもちろん私も大きな声で歌うようにしているが，

あるとき曲の途中で歌うのをやめて生徒の歌声を聞

くようにしてみたところ，生徒はしっかりとした声

で歌っており，その声を聞いて小さな感動を覚えた。

＜Ｎｏ．２＞では，「英語の歌を歌えるようになり

たい」と思っている生徒が９割以上いることが分

かった。生徒たちのこの前向きな気持ちは大切にし

なければならないと思う。これに関しては，「なん

となく歌を聞いて，なんとなく歌って楽しかった」

というだけで終わるのならば，決して「歌える」よ

うにはならないだろう。そういう授業ではなく，歌

詞を深く理解し，時にはその内容に心を揺さぶられ

Ｂまとめ

これまでの実践を通して，私は歌の活動において

教科書を扱うときと同じような活動ができることを

知った。

例えば，歌を聞くだけではなく，実際に歌う活動

に発展させることによって，普段教科書を読む際に

行っている音読活動をそのまま取り入れられること

が分かった。これは大きな利点である。なぜなら，

アンケートで「歌えるようになりたい」と答えた多

－４５－

① ② ③ ④ ⑤

１６．７９/６ ４１．２９/６ ３８．６％ ３．５９/６ ０９/６



〈の生徒たちにとって，普段から教科書の音読練習

を継続的に行うことが歌の活動においても重要であ

ることにあらためて気づく良い機会にもなるからで

ある。

また，教科書に収められている英文の形式は，イ

ンタビュー，短篇，伝記，エッセイなど様々である

が，私は「歌」もこれらの形式の１つと考えるよう

になった。歌詞自体は，教科書にある英文と比べて

短いかもしれないが，そこにはあるテーマに基づい

た何らかのメッセージが込められていることが多い。

本稿で紹介したＬｕｋａなら「児童虐待（の悲`惨さ)」

であるし，ＨｏｍｅAga/、なら「故郷への思い｣，１ｈ

Ｍ/M1eなら「人生で出会った大切な人たちへの思

い」といったテーマである。これらを読み取る一連

の活動については，すでに「実際の活動例」で示し

たとおりである。より親しみやすい「歌」という形

式を利用すれば，自分の読解能力を少し超えた英文

であっても粘り強く読んでいくことができるのであ

る。それが歌の「強み」であるとも言え，それだけ

の活動を行えるだけの深い内容の歌詞を持った歌を

選ぶことが重要になることは言うまでもない。

今後の計画として，ある程度の曲数に達したら，

歌う頻度自体を増やしたいと考えている。具体的に

は，レパートリーが10曲を超えた時点で，雰囲気づ

くりということも含めて，過去に歌った歌を隔週で

歌っていきたい。心に－度響いた歌は何度でも繰り

返し歌うのに耐えうるものだ。

－４６－



＜配布プリント①＞

EｎｇＩｉｓｈｎＴｈｅＳｏｎｇｏＴｔｈｅＭｏｎｔｈ

今回はSuzanneVegaの歌を聞いてみよう。これは1987年に発表された彼女の代表曲の1つです。

まずは、どのような内容の歌なのか、じっくり聞いてみることにしよう。

Task1：空所補充

ｌｖｌｙｎａｍｅｉｓＬｕｋａ

ｌｌｉｖｅｏｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄｆｌｏｏｒ

ｌｌｉｖｅ［1． ］ｆｒｏｍｙｏｕ

Ｙｅｓｌｔｈｉｎｋｙｏｕ１ｖｅｓｅｅｎｍｅｂefore

Ｉｆｙｏｕｈｅａｒｓｏｍｅｔｈｉｎｇｌａｔｅａｔｎｉｇｈｔ

Ｓomekindoftrouble，ｓｏｍｅｋｉｎｄｏｆ［Z．

]ｕｓｔｄｏｎ１ｔａｓｋｍｅｗｈａｔｉｔｗａｓ［X3］

］

Ｉｔｈｉｎｋｉｔ'sbecausel，、ｃＩｕｍｓｙ

ｌｔｒｙｎｏｔｔｏｔａＩｋｔｏｏｌｏｕｄ

Ｍａｙｂｅｉｔ１ｓｂｅｃａｕｓｅＩＩｍｃｒａｚｙ

ｌｔｒｙｎｏｔｔｏ［3． ］ｔｏｏｐｒｏｕｄ

］untilyoucryTheyonIy［４

Ａｎｄａｆｔｅｒｔｈａｔｙｏｕｄｏｎｉｔａｓｋｗｈｙ

ＹＯｕｊustdon'targueanymore［X3］

ＹｅｓｌｔｈｉｎｋｌＩｍｏｋａｙ

ｌｗａＩｋｅｄｉｎｔｏｔｈｅｄｏｏｒａｇａｉｎ

ｌｆｙｏｕａｓｋｔｈａｔｌｓｗｈａｔｒｌｌｓａｙ

ＡｎｄｉｔＩｓｎｏｔｙｏｕｒ［5．

Ｉｇｕｅｓｓｌ１ｄｌｉｋｅｔｏｂｅａＩｏｎｅ

Ｗｉｔｈｎｏｔhingbroken，nothing［6．

］anyｗａｙ

］

]ｕｓｔｄｏｎｉｔａｓｋｍｅｈｏｗｌａｍ［×3］

－４７－



ＭｙｎａｍｅｉｓＬｕｋａ

ｌｌｉｖｅｏｎｔｈｅｓｅｃｏｎｄｆｌｏｏｒ

ｌｌｉｖｅ［1． ］ｆｒｏｍｙｏｕ

Ｙｅｓｌｔｈｉｎｋｙｏｕｉｖｅｓｅｅｎｍｅｂｅｆｏｒｅ

Ｉｆｙｏｕｈｅａｒｓｏｍｅｔｈｉｎｇｌａｔｅａｔｎｉｇｈｔ

Ｓomekindoftrouble，ｓｏｍｅｋｉｎｄｏｆ［Z．

]ｕｓｔｄｏｎＵｔａｓｋｍｅｗｈａｔｉｔｗａｓ［X3］

］ｕｎｔｉｌｙｏｕｃｒｙTheyｏｎｌｙ［４

Ａｎｄａｆｔｅｒｔｈａｔｙｏｕｄｏｎ１ｔａｓｋｗｈｙ

ＹＯｕjustdon1targueanymore［X3］

TaskＺ：この歌のテーマは？

TaskS：歌詞の表現上の特徴について何か気づきましたか？

Task4：歌のタイトルは？（歌詞の中に隠されています）

ＮａｍｅClass Ｎｏ．

＜配布プリント②＞

＜日本語の歌詞＞

僕の名前はルカだよ。二階に住んでいるんだ。お姉ちゃんのすぐ上だよ。うん、前に会ったことあるよね。

あのざ、夜遅〈に、物音が…その…バタバタしたり、喧嘩のような音が聞こえてもざ、気にしなくていい

からね。何があったかなんて訊かないでね。ホントになんでもないから。

多分ぼくがグズなんだからだと思う。やかましく話さないようにしなきゃ。僕の気が変だからなのかもし

れない。生意気にならないようにしなきゃ。

－４８－
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